
 

十二支の一番目（甲骨文） 

 十二支の一番目を表す文字は、今は「子」と書きます

が、甲骨文や金文（中国古代の殷・周時代の文字）

の時代は、 ・ ・ などの形でした。子どもを意

味する という字もありましたが、これは十二支では六

番目の字（現代では巳）として使われました。のちになっ

て が一番目、 が六番目となり、 などの字

は消えてしまいましたが、その理由は今も謎です。 
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